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（１）

前年度繰越金

207,751

（１）

事務費

140,000

（２）

会費

900,000

人件費

40,000

正会員(220名）

660,000

印刷費

30,000

学生会員（１０名）

10,000

通信費

30,000

賛助会員（７社）

210,000

交通費

30,000

入会金（１０名）

20,000

消耗品費

10,000

（３）

ＳＳ２００２開催収入

1,250,000

（２）

会合費

180,000

参加費（１００名）

1,000,000

理事会・評議会費

30,000

懇親会（５０名）

250,000

交通費

140,000

論文集追加販売

0

会場費

10,000

（４）

受取利息

100

（３）

事業費

450,000

ニュースレター費（４回）

100,000

ホームページ維持費

100,000

学会賞

100,000

研究部会費

100,000

生産学術連合会参加費

20,000

横断型研究団体参加費

30,000

（４）

SS2002開催費

1,250,000

会場費

100,000

印刷費

500,000

会議費

80,000

交通費

50,000

人件費

150,000

消耗品費

20,000

親睦会費

250,000

予備費

100,000

（5）�

特別事業積立金

200,000

（６）

予備費

137,851

合    計

2,357,851

合    計

2,357,851

平成１４年９月１日

至　平成１５年８月３１日

収入

支出

2003年6月
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（１）

前年度繰越金

1,124,365

（１）

事務費

186,491

（２）

会費

(〜２００３年度）�

520,500

人件費

54,000

正会員（１３０名）

385,500

印刷費

0

学生会員（４名）

4,000

通信費

28,370

賛助会員（６社）

123,000

交通費

88,795

入会金（４名）

8,000

消耗品費

5,996

(3)

論文集バックナンバー販売

37,000

雑費

9,330

(4)

SS2001

1,094,000

（２）

会合費

263,709

参加費（１００名）

753,000

理事会・評議会費

83,709

懇親会（５０名）

260,000

交通費

180,000

展示料

28,000

会場費

0

論文集追加販売（9冊)

53,000

（３）

事業費

548,120

(5)

研究部会収入

9,000

ニュースレター費（４回）

98,625

(6)

受取利息

100

ホームページ維持費

100,525

研究部会費

113,170

生産学術連合会参加費

35,315

会員名簿発行費

99,960

SS2002準備金

100,525

（４）

ＳＳ２００１開催費

928,369

会場費

48,340

印刷費

380,100

会議費

11,760

交通費

0

人件費

115,000

謝金

80,000

消耗品費

26,570

親睦会費

260,000

通信費

6,599

（５）

プロジェクト

150,525

ｽｹｼﾞｭｰﾘﾝｸﾞ国際会議2002共催費

150,525

PSXLシンポジウム共催費

0

(6)

特別事業積立金

500,000

(7)

予備費

207,751

合    計

2,784,965

合    計

2,784,965

自　平成１３年９月　１日

至　平成１４年８月３１日

収入

支出


会長挨拶

第3代会長　藤本 英雄（名古屋工業大学）

　ちょうど10年前、平成5年12月1日（1993年）に名古屋で生産スケジューリングシンポジウムが日本機械学会、日本経営工学会、日本オペレーションズリサーチ学会など13学会の参加で開催されました。当時の状況を反映して、その趣旨で、
　組合せ最適化の新解法が話題になる一方、CIM化の進展の下で生産現場におけるスケジューリングの実用上の検討が進み、生産スケジューリングに対する各方面での問題意識が高まっている。この様な状況の下で、企業と大学の研究者、実務家が一同に会し、生産スケジューリングに関して、集中的に議論することを目的とする。
と述べ、又、
　なお、本シンポジウムは、現在進行中の“JSME P-SC227”、“CIMにおけるスケジューリングとその解法の実用化に関する調査研究分科会”、“ORSJ/JIMA CIM環境下における生産計画・スケジューリング研究部会”、“SICE中部支部CIM研究委員会”などの活動の一環としてそれぞれの協力の下に開催するものである。
と、各グループの協力の下に行われたものです。発表件数は33件でしたが、その5倍ほどの参加者が集まり、各室では立ち見が出るほどの盛況とコーヒーブレイクを兼ねた情報交換の時間は、好評で大成功をおさめました。
　その後、お世話いただく幹事学会と場所、責任者（敬称略）を

1994年 日本オペレーションズリサーチ学会、東京、黒田 充（青山学院大学）

1995年 システム制御情報学会、京都、木瀬 洋（京都工繊大）

1996年 日本経営工学会、名古屋、大野 勝久（名工大）

1997年 人工知能学会、東京、寺野 隆雄（筑波大）

　として、開催され、現在のスケジューリング学会の設立のベースとなっています。1998年からは、スケジューリング学会の年中行事として現在まで継続しています。
　次に、昨年のことです。スケジューリング学会を創設した当時より、創設に関わったメンバーの間で、スケジューリング学会の国際化とそれに関連してインターナショナルなスケジューリングシンポジウムの開催が悲願でした。今回、日本機械学会との共催ですが、その第1回を2002年6月に浜名湖畔でまがりなりにも開くことができました。又、その成果は、シンポジウムのプロシーディングスとして、さらに別途に日本機械学会の国際論文誌の一つの号の特集として発刊することができました。シンポジウムも特集号もその企画は、スケジューリング学会のメンバーの貢献によるところは大であり、まだ紆余曲折があるでしょうが、たとえば将来、日本機械学会の国際論文誌の幾つかの巻号をスケジューリング学会と共同発行することも選択肢の一つとして不可能ではないという一つの実績となったことは評価に値すると考えます。
　スケジューリング学会賞が2002年度より創設されました。スケジューリング学会会員の励みになると思います。以上の活動は、黒田 充初代会長、木瀬 洋前会長のご尽力のたまものと考えます。
　さて、申し遅れましたが、私藤本は、2002年10月より、スケジューリング学会の会長に就任いたしました。スケジューリングシンポジウムが始まってから10年、スケジューリング学会が設立されてから5年目の節目の年ですが、今後のスケジューリング学会の前途は多難です。しかし、スケジューリング学会とその会員が、21Cのものづくりに貢献できる新しい指針をスケジューリング学会としても提案すべき責務があるのではないでしょうか。たとえば企画構想のシナリオづくり、危機管理などの分野も、当学会の範疇に含め、活発な前向きの活動をすべきだと思います。いうならば、“戦術的スケジューリングから戦略的スケジューリングへ”などでしょうか。生産スケジューリングシンポジウムの第1回開催から丁度10年の記念すべき2003年度のスケジューリングシンポジウムの際にでも活発に議論させていただく時期にきているのではないでしょうか。それと同時に、スケジューリング学会やシンポジウムの場を若い世代の柔軟で新鮮なアイデアの提案と試行の場として頂くことを期待します。
　　　　　　　　＜目次は最終ページにあります＞
横断型基幹科学技術研究
団体連合について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤本 英雄

2003年4月7日に、30に及ぶ学会が加盟し、横断型基幹科学技術研究団体連合（横幹連合）が発足いたしました。横幹連合は、21世紀の高度科学技術の駆動力となりうる、異なる分野を貫く科学技術、すなわち横断型基幹科学技術の構築を目指し活動を展開しています。スケジューリング学会も本連合に参加し、横断型基幹科学技術の確立に協力していくことになっております。
さて、このたび横幹連合会長　吉川弘之先生が会長ご就任を期にお書きになられた「横断の歴史的使命」をスケジューリング学会のニュースレターに掲載させていただきました。横幹連合のためにかかれたものです。計測自動制御学会の「計測と制御」の巻頭言など各学会で掲載されます。学会連合を目指しともに歩んできた連合加盟の学会が、同時期に吉川先生の巻頭言を掲載することは、連合のスタートにあたり大変意義深いという考えに基づき、横幹連合の諒解の下に、本学会でもニュースレターに掲載することとしました。ご一読いただければ幸いです。
スケジューリング学会横幹連合担当　藤本英雄

---------------------------------------

　　　　　横断の歴史的使命

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉川　弘之

　　横断型基幹科学技術研究団体連合　会長
　　独立行政法人 産業技術総合研究所 理事長

 　　　　　　　　東京都千代田区霞が関1-3-1

　日本学術会議は科学者を代表するものであるが、この場合の科学者は70万人いるとされている。それは日本学術会議の210名が選び出される母体としての学協会で研究を行っているものの数である。選出は学協会の推薦を基本としているのであるが、それに関与する「登録学術研究団体」は1,400に及ぶ。
　70万人が1,400の学会に属しているのだから平均500名であり、それに対応して登録団体となるために、人文社会系で100人、農200人、理300人、工・医500人が最低構成人数として定められている。
　日本学術会議の会員となって改めてこの数を見たとき、私は少なからず衝撃を受けた。登録されている学会の数(1997年当時で1221)があまりに多い。そして学会の構成員があまりに少ない。学会というのは、学問領域に対応するもののはずであるから、このように多数の「領域」が存在することに驚かされたのである。学問が社会的に機能を求められている時代に、細分化された領域はそれぞれどんな機能を持ち得るのであろうか。とくに現代において学問が必要となる課題は複雑で統合的である。私はそこで、「俯瞰的視点」の重要性を主張せざるを得なかった。
　幸い俯瞰的視点という考え方は日本学術会議で受け入れられ、一般社会でも広く使われるようになった。しかし、この視点をどのように作り出すかについては、未だ十分な方法があるわけではない。この時期に、計測自動制御学会などが中心となって「横断型基幹科学」を提案したことはまことに時宜を得たものであり、大きな発展が期待される。
　ところで学会は何故このように細分化されるのであろうか。会員数が数百人では、そこでの関心事は特定の研究課題か、一つの学説なのではないかと考えられる。学問領域というのは、それ以上抽象化されると意味を失うまで十分抽象化された概念によって、できるだけ多くの個別事象を包含し、しかも抽象化によってそれらの事象が共通の方法で取り扱われるようになったものであり、包含される個別事象が多ければ多いほど、その領域の価値が高い。従って、抽象化によって起きてしまう意味の喪失の阻止と、包含する事象の数の最大化との均衡において領域は辛うじて成立するもののはずである。1,400の学会が、その苦しみの中にあるかどうかは別として、細分化の歴史を考えてみよう。
　学問のはじまりは分類である、と言われることがある。確かに学問は対象を理解することを一つの条件としているから、異なる対象を区別することはその基本である。そして、その分類の視点によって独自の分類の体系ができ、それは独自の領域と言ってよい。代表的なのはアリストテレスの動植物の分類であるが、視点を明確に定めることによって成功したのがリンネの植物分類学である。
　成功というのは、リンネがすべての植物を包含し、分類を厳密に階層化して示すことにより、抽象的な体系を作り得たからである。しかしこの場合、最も抽象的な類は「植物」ということになって意味は空白となってしまい、そこから具体的な植物を生み出すことはできない。
　アリストテレスを批判するカッシーラーは、直観による抽象は不毛であるとし、数や空間概念などに導かれてする抽象が現在の学問領域を生むと言う。運動の抽象によって二次方程式を得れば、パラメータの変更によって円や楕円が得られる。円や楕円は、具体的な運動である。
　学問領域というのは、前述のように抽象化によって普遍的理解を生む方法を持っているが、その理解の結果、再び具体的なものへ「帰って」行けるかどうかが問題である。カッシーラーの指摘はその意味で重要であるが、彼の例は楽観的過ぎる。多くの学問的研究によって、私たちは具体的なものを深く理解するようになった。それは非常に多くの法則を手にしたことを意味している。しかし、これらの法則から必要なものを選び、再び具体的なものへ帰って行く道筋を私たちは知らない。その理由は、カッシーラーが考えていたのは同じ領域へ帰ることだったのだが、実は彼が考えていたよりも遥かに多くの領域が生み出されたのであり、しかも当然のこととして、帰るべき現実とは多くの領域にまたがって存在しているものであり、円や楕円はその意味では現実ではなく、領域内に止まる依然として抽象度の高い要素に過ぎないということになるであろう。科学者たちは長い間このことを考えて来た。たとえば国際科学会議(ICSU)が、既に1931年に学問領域の交流をその最重要な目的として設立されたのである。学問領域の細分化は、避けられない傾向であり、従ってそれに対応する方法を常に案出し続ける必要がある。横断型基幹科学は、その意味で歴史的な使命を持つものと考えるべきである。
                      (2003年4月7日受付)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
スケジューリング・シンポジウム2003
―高度コミュニケーション社会
とスケジューリング―

発表論文募集
 
期日：2003年10月9日（木）、10日（金）
会場：電気通信大学（調布市調布ヶ丘1-5-1）
主催：スケジューリング学会
協賛（予定）：日本機械学会、日本オペレーションズ・リサーチ学会、システム制御情報学会、日本経営工学会、人工知能学会
主旨：

　1993年第1回「生産スケジューリング・シンポジウム」の開催以来、1998年から名称を「スケジューリング・シンポジウム」に変更し、スケジューリング関係の実務家と理論家が集うシンポジウムが、10年間にわたり毎年1度ずつ開催されてきました。この間、本シンポジウムは、スケジューリング関係の専門家にとって重要な情報交換・意見交換の場として高く評価され、広く認識されるようになりました。今回は、新たな10年に向けてスタートのシンポジウムになりますが、この良き伝統を踏襲し、学術的研究のみならず事例発表を歓迎し、実務家と理論家とのコミュニケーションの場とすることを目指します。
電気通信大学で開催することもあり、シンポジウムの副題は「高度コミュニケーション社会とスケジューリング」としました。ご存知のようにコミュニケーション技術の進展は著しく、情報機器遍在化やEコミュニケーションは社会の様相を変化させつつあり、これが従来のスケジューリング技術の適用範囲の拡大や、新しいスケジューリング技術の開発を促がすでしょう。これに関する情報交換や意見交換がなされることも期待致します。
　以上の主旨に基づき、本シンポジウムでは、スケジューリング学会会長藤本英雄氏から「スケジューリングの過去と未来展望」に関する記念講演を、電子情報通信学会副会長の三木哲也先生（電気通信大学）から「高度情報通信の動向」に関する特別講演を、PSLXコンソーシアム副代表の西岡靖之先生（法政大学）から「PSLX：生産計画／スケジューリングの標準使用の概要」についてのチュートリアルを開催致します。最後になりましたが、コミュニケーションは参加者がいないと成立致しません。スケジューリング関係の実務家と理論家の方々が奮ってご参加下さることをお願い致します。
募集テーマ： スケジューリングに関すること全般
スケジューリング理論、 スケジューリング実践技術、 スケジューリング実践事例、電子商取引、 サプライチェインマネジメント、 TOC、 APS、 ERP、 CIM、 JIT、最適化法、 評価法、 ヒューリスティクス、 ラグランジュ法、 知識獲得、 学習、システム設計、 自律分散、 ネットワーク、 エージェント、プロジェクト、 ファジィ、 リアクティブ、ジョブショップ、 フローショップ、 並列機械、 プロジェクト、 半導体、 計画業務、要員配置、 時間割、 物流、 サービス、 スポーツ、 交通・輸送、 教育、医療・看護など
講演要項

発表時間：論文発表・事例発表共に約30分（質疑応答を含む）

原稿要領：論文発表・事例発表　A4用紙2段組　6ページ以内（発表申込受付後、サンプルを送付しますので、その形式で作成願います）

発表申込締切：2003年8月16日（土）

原稿提出締切：2003年8月31日（日）

参加費：会員、協賛学会員　10,000円、
学生　3,000円、非会員　20,000円

　※参加費には、講演論文集1冊を含みます。
論文集代（追加購入の場合）

　　　会員　5,000円、協賛学会員　8,000円、
　　　非会員　10,000円

懇親会　会費　5,000円

発表申込方法：

発表希望者は、以下の項目を電子メール、郵便もしくはファクシミリにて下記発表申込先までご送付下さい。
（1） 発表種別：論文発表 or 事例発表

（2） 題目

（3） 発表者（＊印）・連名者の和文氏名、英文氏名ならびに所属

（4） 要旨（400字以内）

（5） キーワード（五つ程度）

（6） 連絡者の氏名、所属、住所、電話、FAX、電子メール

発表申込先、原稿送付先、問合せ先
スケジューリング・シンポジウム2003事務局
〒182-8585 調布市調布ヶ丘1－5－1
電気通信大学システム工学科由良研究室

FAX： 0424-98-0541
E-mail： ss2003@se.uec.ac.jp
URL　今後、最新の情報はhttp://www.se.uec.ac.jp/ss2003/にてお知らせ致しますので、そちらをご覧ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「グローバル競争に打ち勝つ新しいJIT生産・物流･販売システムの提案」の
ための産学共同研究会　参加者募集
主査　大野勝久（名古屋工業大学）

事務局　中出康一（名古屋工業大学）
E-mail:nakade@system.nitech.ac.jp

発起人　　田村隆善（愛知工業大学）

小谷重徳（トヨタ自動車（株））

中野　冠（（株）豊田中央研究所）

　中国製造業の台頭に代表されるグローバル化の進展に伴う国内製造業の空洞化が進行し、デフレ定着による金融危機と相まって、まさに日本沈没の危機に直面している。この危機を乗り越えるためには、製造業の復権が何よりも肝要である。本研究会は、直面するグローバル競争に打ち勝つ生産・物流・販売システムとして、あくまでもわが国固有のJIT（ジャストインタイム）理念を基本とし、IT技術、スケジューリング技法、シミュレーション技法を有機的に取り入れたグローバル生産・物流・販売システムを、産学の専門家が一体となって理論的かつ実証的研究を通して提案することを目的とする。さらに、この新しいコンセプトに基づく生産・物流・販売システムを構築するために必要となる技術課題を明確にするとともに、構築された生産・物流・販売システムのグローバル優位性を明らかにする。また、生産・物流・販売システムの理論・実証研究に関する産学連携の仕組み作りの提案とその推進を図りたい。当面年4回程度の研究会を予定しているが、参加を希望される方は事務局までご連絡いただきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ISS’04 in Kobe

第2回スケジューリング国際
シンポジウム発表論文・参加者募集
　期日：2004年5月24日（月）～26日（水）

　会場：淡路夢舞台国際会議場（兵庫県津名郡東浦町夢舞台1番地）

　主催：スケジューリング学会、日本機械学会生産システム部門

　協賛：システム制御情報学会、日本オペレーションズ・リサーチ学会、日本経営工学会など（予定）
ここ数年間、スケジューリングに関する理論と応用が急速に進展しました。とくに、意思決定の支援用スケジューリング技術は、近年の国際化と大競争時代において企業が存立するためのキー技術となっています。また、最近のIT革命によりSCM、APS、TOCなどの方法論や理論の実用性が高まり注目を集めています。これらの社会と技術の環境変化を見据えて、本国際シンポジウムでは当該分野の国内と海外の専門家が一堂に会し議論を深める機会としています。この会議では、21世紀における生産システムの発展の展望についても議論を行う予定です。本シンポジウムは第2回目であり、第1回は2002年6月に浜松で開催されました。その際に発表された研究論文の一部は日本機械学会の英文論文誌（JSME International Journal C）に特集号として掲載されました。また、優秀な発表論文について2件の表彰をしています。さらに、チュートリアル講演や特別講演で海外の専門家のコンセプトや意見を聴き、パネル討論を通して本分野技術の将来を考える機会を設けました。今回のシンポジウムでも、第1回と同様の企画をする予定です。大学・研究機関・企業の関係する広い分野からの多数のご参加をお待ちしています。

講演申込:申し込み： 2003年12月1日

(1) 発表形式 (一般応募論文発表あるいは産業事例論文発表)
(2) 題名

(3) 著者名および所属

(4) 要約 (200語以内)

(5) キーワード (5つ程度)

(6) 代表者名、所属、住所、電話およびFAX番号、E-mailアドレス

(7) 講演論文 PDF原稿 (フルペーパー 8,000語程度。刷上り8ページまで。尚、企業からの発表は刷上り4ページまででも結構です)

　　申込み方法は、電子メールでＰＤＦファイル添付で申込んでください。

　メールアドレス：iss04-lc@thomas.ipc.kobe-u.ac.jp
採択決定： 2004年3月1日
最終原稿提出： 2004年 4月1日

問い合わせ先：岡山大学工学部電気電子工学科
小西研究室

　　　　　iss04-lc@thomas.ipc.kobe-u.ac.jp
公式ホームページ： 
http://thomas.ipc.kobe-u.ac.jp/iss04/
参加費：参加費　3万円（一般）、1万円（学生）

　　　　　宿泊費　2万円（2泊）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第5回総会議事録
日時：2002年10月10日（火）17:00-18;00
場所：大阪大学銀杏会館Ｓ会場

議題
1) 役員人事承認（資料1参照）

2) 会則の変更承認（資料2参照）

3) 2002年度事業報告

　　木瀬前会長より報告

4) 2002年度収支決算報告（資料3参照）

5) 監査報告（資料3参照）
6) 2003年度事業計画案
　　藤本新会長より報告

7) 2003年度収支予算案（資料4参照）

8) スケジューリング・シンポジウム2003計画案
（本ニュースレター3頁参照)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2003年度学会賞受賞者

学会賞選考委員会の報告に基づき、第11回理事会(2002.10.10)におきまして、2003年度の学会賞を審議し、以下のように決定いたしました。
学術賞

受賞者：西岡靖之（法政大学工学部経営工学科）

論文名：ＡＰＳ技術による座席予約型生産システムの拡張、スケジューリング・シンポジウム2000講演論文集、2000年10月13日、pp. 38-43.

技術賞

受賞者：阿瀬始（ＮＫＫ（株）電気・制御研究室、

　　　勘定義弘（ＮＫＫ（株）津研究所）

論文名：1)マルチロボット溶接における溶接経路の最適化、スケジューリング・シンポジウム2000講演論文集、2000年10月13日、 pp. 78-83.
 　2)マルチロボット溶接におけるロバストスケジュール、スケジューリング・シンポジウム2001講演論文集、2001年10月9日、 pp.  59-64.
　 3)Path Optimization in Multi-Robot CAD/CAM Welding System, Proceedings of International Symposium on Scheduling 2002, June 4, 2002, pp. 79-82.
学会賞　候補者の公募
スケジューリング学会は、学会賞規定を昨年度から設けました。下記の要領により、広く会員から学会賞授賞候補者を公募いたします。なお、規定により今年の候補者は、本学会会員（正会員、学生会員、賛助会員）の中で2001年9月1日～2003年8月31日の期間においてスケジューリングシンポジウムなど本学会主催、または共催の学会で発表されたスケジューリングに関する優れた論文の著者に限定されます。
学会賞候補者推薦要領
　下記の項目を記載した用紙（Ａ4）を対象論文のコピー2部と共に学会事務局へ期限内にお送りください。
（1）推薦者名および連絡先（住所、電話番号、ＦＡX

番号、e-mail address）
（2）著者名
（3）論文名
（4）掲載誌名および発行年月日
（5）希望する賞の種類：学術賞、技術賞のいずれか
を記載
（6）推薦者名および連絡先（住所、電話番号、ＦＡＸ
番号、e-mail address）
（7）推薦理由（500字～1000字程度）
以上
推薦期間： 平成15年7月1日～平成15年8月31日
送付先：〒466-8555　名古屋市昭和区御器所町

　　　　　名古屋工業大学工学部機械工学科

   藤本研究室内
   スケジューリング学会事務局 宛に郵送、
　または ssj@vier.mech.nitech.ac.jp 宛に送信してください。
理事会ＷＧ会合議事録
1. 出席者：藤本、増山、中出、田村

2. 日　時：2003年3月20日16時～18時

3. 場　所：名古屋工業大学3号館リフレッシュルーム

4. 議　題：

（1）会費の納入状況と督促等について

　○会費未納者への督促方法についての検討
（2）ホームページの活用等について

　○研究会もホームページに記載
　○管理について、再検討
　○使いやすいホームページにする必要性大
（3）ニューズレターのE-mail化
　○郵送経費の節減となり、前向きに検討
（4）平成15年度スケジューリングシンポジウムについて

（5）国際スケジューリングシンポジウムについて

（6）スケジューリング学会の活性化について
　○理事会にはかる。

　　・会社の人を呼び込むような元気の出る話が必要

　　・夢や話題性をどう掘り出すか

　　・領域を広げる（計画、企画、構想、シナリオ、危機管理など）

　　・スケジューリングのテーマを広げる

　　・業績となるような裏付けが必要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責：田村）

<書評1>

著者: F. Cottet, J. Delacroix, C. Kaiser and Z. Mammeri

書名: Scheduling in Real-Time Systems

出版: John Wiley & Sons, England, 2002

本書は、リアルタイム・スケジューリングに関する事項の体系的な記述を試みた教科書として位置づけられるものである.リアルタイム・スケジューリングにある背景、問題の定義から種々のスケジューリング・モデルやスケジューリング方策、ソフトウェア環境に至るまでが整理されまとめられている。後半に至るにつれて各論的な内容になっているといった印象も否めないが、この点に目をつむっても余りある内容であろう。
全体で9章から構成され、まず1章で基本的な概念・用語の紹介がなされている。続く2章から7章までが本書のメインであり、リアルタイム・スケジューリング問題がいくつかのクラスに分類され、それぞれのクラスにおける種々のスケジューリング方策が詳細に解説されている(以下の目次参照)。各章末(4章と5章を除く)には演習問題と(丁寧な)解答が付けられているのも興味深い。最後の8章および9章では、それぞれソフトウェア環境(リアルタイムOSやリアルタイム言語等)およびケース・スタディ(3ケース)が紹介されている。
これまで、それぞれの事例ごとに専らその手続き的な側面が協調されていたとも言えるリアルタイム・スケジューリングの分野において、そこでの技術・技法あるいはスケジューリング・モデルを体系的に紹介するという点において、本書は広範な読者に有用なものとなるのではなかろうか。生産システム、通信システム、計算機システムなどにおいて、今般のスケジューリングに課せられる要件を考慮すると、本書の内容が従来の(静的)スケジューリングの理論・手法を中心とした教科書・解説書よりも実践的であり価値のあるものとなる場面も少なくないと思われる。
最後に、本書の目次を転記しておく。
Notation and Symbols

Introduction

1. Basic Concepts

  1.1 Real-Time Application

  1.2 Basic Concepts for Real-Time Task Scheduling

2. Scheduling of Independent Tasks

  2.1 Basic On-Line Algorithms for Periodic Tasks

  2.2 Hybrid Task Sets Scheduling

  2.3 Exercises

3. Scheduling of Dependent Tasks

  3.1 Tasks with Precedence Relationships

  3.2 Tasks Sharing Critical Resources

  3.3 Exercises

4. Scheduling Schemes for Handling Overload

  4.1 Scheduling Techniques in Overload Conditions

  4.2 Handling Real-Time Tasks with Varying Timing Parameters

  4.3 Handling Overload Conditions for Hybrid Task Sets

5. Multiprocessor Scheduling

  5.1 Introduction

  5.2 First Results and Comparison with Uniprocessor Scheduling

  5.3 Multiprocessor Scheduling Anomalies

  5.4 Schedulability Conditions

  5.5 Scheduling Algorithms

  5.6 Conclusion

6. Joint Scheduling of Tasks and Messages in Distributed Systems

  6.1 Overview of Distributed Real-Time Systems

  6.2 Task Allocation in Real-Time Distributed Systems

  6.3 Real-Time Traffic

  6.4 Message Scheduling

  6.5 Conclusion

  6.6 Exercises

7. Packet Scheduling in Networks

  7.1 Introduction

  7.2 Network and Traffic Models

  7.3 Service Disciplines

  7.4 Work-Conserving Service Disciplines

  7.5 Non-Work-Conserving Service Disciplines

  7.6 Summary and Conclusion

  7.7 Exercises

8. Software Environment

  8.1 Real-Time Operating System and Real-Time Kernel

  8.2 Real-Time Languages

  8.3 Real-Time Middleware

  8.4 Summary of Scheduling Capabilities of Standard Components

  8.5 Exercise

  8.6 Web Links

9. Case Studies

  9.1 Real-Time Acquisition and Analysis of Rolling Mill Signals

  9.2 Embedded Real-Time Application: Mars Pathfinder Mission

  9.3 Distributed Automotive Application

Glossary

Bibliography

Index

                    (261 pages, 165 references)

<書評2>

著者: Vincent T'kindt and Jean-Charles Billaut

書名: Multicriteria Scheduling -- Theory, Models and Algorithms

出版: Springer-Verlag, Berlin, 2002

本書は、おそらく「多目的」および「スケジューリング」の両者をタイトルに合わせ持つはじめての解説書であろう。広くオペレーションズ・リサーチがそうであるように、スケジューリングも、その本質からして実践的な学問分野である。したがって、本書の冒頭でも触れられているように、単一の評価基準によるアプローチだけでは十分でなく、複数の評価基準を同時に取り扱う多目的スケジューリングの枠組みが肝要であると言える。
このような状況を背景に、本書では多目的スケジューリング研究の現状について、網羅的な解説が試みられている。まず、1章から3章で、主に理論的側面からスケジューリングの問題と手法、および意思決定支援と多目的最適化に関する基本事項が概説され、続く4章で多目的スケジューリングへのアプローチに関する記述がなされている。ここまでがいわゆる準備であり、5章から9章において、本書のタイトルにもある「多目的スケジューリングの理論・モデル・アルゴリズム」が系統的に紹介・解説されている。5章と6章が一機械問題、7章がショップ問題、8章が並列機械問題、そして最後の9章が(分量的にはわずかであるが)並列フローショップ問題に関するものである。
従来もっぱら部分的あるいはオプションのような形で取り上げられてきた多目的スケジューリングに関し、既存の研究を体系的に分類・整理・解説しているという点において、本書は貴重な一冊と言えるのではなかろうか。敢えて苦言を呈するとすれば、理論面に重点が置かれており、実践的な応用例・事例の紹介がほとんど見られないという点が挙げられる。もちろん実務に携わっている技術者の方々にとっても、基礎・基本を理解するという意味で有益であろうが、どちらかと言えば、これからこの分野で研究を始めようとする大学院生等に向いているのではないかと思われる。
以下に、本書の目次を掲げておく。
1. Introduction to Scheduling

  1.1 Definition

  1.2 Some Areas of Application

  1.3 Shop Environments

  1.4 Constraints

  1.5 Optimality Criteria

  1.6 Typologies and Notation of Problems

  1.7 Project Scheduling Problems

  1.8 Some Fundamental Notions

  1.9 Basic Scheduling Algorithms

2. Complexity of Problems and Algorithms

  2.1 Complexity of Problems

  2.2 Complexity of Algorithms

  2.3 Application to Scheduling

3. Multicriteria Optimisation Theory

  3.1 MCDA and MCDM: The Context

  3.2 Presentation of Multicriteria Optimisation Theory

  3.3 Definition of Optimality

  3.4 Geometric Interpretation Using Dominance Cones

  3.5 Classes of Resolution Methods

  3.6 Determination of Pareto Optima

  3.7 Multicriteria Linear Programming (MLP)

  3.8 Multicriteria Mixed Integer Programming (MMIP)

  3.9 The Complexity of Multicriteria Problems

  3.10 Interactive Methods

  3.11 Goal Programming

4. An Approach to Multicriteria Scheduling Problems

  4.1 Justification of the Study

  4.2 Presentation of the Approach

  4.3 Classes of Resolution Methods

  4.4 Application of the Processes -- An Example

  4.5 Some Complexity Results for Multicriteria Scheduling Problems

5. Single Machine Just-in-Time Scheduling Problems

  5.1 Presentation of Just-in-Time (JiT) Scheduling Problems

  5.2 Typology of JiT Scheduling Problems

  5.3 A New Approach for JiT Scheduling

  5.4 Polynomially Solvable Problems

  5.5 NP-hard Problems

  5.6 Open Problems

6. Single Machine Problems

  6.1 Polynomially Solvable Problems

  6.2 NP-hard Problems

  6.3 Open Problems

7. Shop Problems

  7.1 Two-machine Flowshop Problems

  7.2 m-machine Flowshop Problems

  7.3 Jobshop and Openshop Problems

8. Parallel Machine Problems

  8.1 Problems with Identical Parallel Machines

  8.2 Problems with Uniform parallel Machines

  8.3 Problems with Unrelated Parallel Machines

9. Shop Problems with Assignment

  9.1 A Hybrid Flowshop Problem with Three Stages

  9.2 Hybrid Flowshop Problems with k stages

A. Notations

  A.1 Notation of Data and Variables

  A.2 Usual Notation of Single Criterion Scheduling Problems

B. Synthesis on Multicriteria Scheduling Problems

  B.1 Single Machine Just-in-TIme Scheduling Problems

  B.2 Single Machine Problems

  B.3 Shop Problems

  B.4 Parallel Machines Scheduling Problems

  B.5 Shop Scheduling Problems with Assignment

References

Index

                    (300 pages, 302 references)

事務局からのお知らせ
スケジューリング学会用のメーリングリストを開設しています。個人アドレスの変更や削除を必要とする場合は、事務局(ssj@vier.mech.nitech.ac.jp）まで連絡下さい。その際は、登録しているアドレスを同時に報告して下さい。

	

	今月の担当者

	

	長谷部　伸治

	（京都大学工学研究科化学工学専攻）

	


（資料1）　　　　スケジューリング学会第3期理事

新任理事（任期：2002年の通常総会から2004年の通常総会まで）

　藤本英雄（新会長：名古屋工業大学）

　徳山博于（新副会長：静岡大学）　　功刀誠治（新副会長：日本精工）

　河村一明（デンソー）　　　　　　　佐々木元（中部産業連盟）

　田村隆善（愛知工業大学）　　　　　玉置　久（神戸大学）

　中出康一（名古屋工業大学）　　　　中川義之（SMISOL)

　西岡靖之（法政大学）　　　　　　　増山　繁（豊橋技術科学大学）

　森田　浩（大阪大学）　　　　　　　由良憲二（電気通信大学）

　小西正躬（監事：岡山大学）
留任理事（任期：2001年の通常総会から2003年の通常総会まで）

　石井和克（金沢工業大学）　　　　　圓川隆夫（東京工業大学）

　大川登志男（NKK)　　　　　　　　　長沢啓行（大阪府立大学）

　長谷部伸治（京都大学）　　　　　　松井正之（電気通信大学）

　門田安弘（筑波大学）　　　　　　　矢野公一（応用技術）

　渡部　透（立命館大学）　　　　　　鳩野逸生（監事：神戸大学）
（資料2）　　　　　　　　スケジューリング学会会則改正

（平成14年10月10日）

第1章　総則
第3条（事業年度）本会の各事業年度は当該前年の9月1日から当該年8月31日までとする。
第2章　目的および事業

第5条　（事業）本会は前条の目的を達成するため以下の事業を行なう。
4)　学会賞の実施
第6章　学会賞
第19条（学会賞規定）　学会賞の授与は別途定められた学会賞規定にもとづいて実施される。
付則
1. 本会則は2002年9月1日から施行する。
細則
1 第3期（平成14年9月1日―平成16年8月31日）の本部は名古屋工業大学機械工学科藤本研究室に置く。
10　第4期の会長の推薦は平成16年の通常総会までの2ヶ月以上前に行われなければならい。
（資料3）　　　　　　　　　　　　2002年度収支決算報告
[image: image3.wmf]貸借対照表

（２００２．８．３１現在）

負債の部

現金

1,907,751

特別事業積立金

1,700,000

次年度繰越金

207,751

合計

1,907,751

合計

1,907,751

　　　　　　　　監査報告　　

平成１４年１０月４日

　会計監事

　　　田村　隆善　　印

　会計監事

　　　鳩野　逸生　　印

会計帳簿の作成・収支・諸資産の保全が、正しくなされていることを認める。

資産の部



（資料４）　　　　　　　　　2003年度　収支予算案
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